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令和４年度 「高圧ガス製造事業者保安検査説明会」及び「コンプライアンス・保安推進研修会」

コンプライアンスについて

１．法令手続及び保安管理の適切な実施について

２．高圧ガス容器の移動中の事故防止について

３．県内で発生した重大事故について

2

１．法令手続及び保安管理の適切な実施について
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• 経済産業省は、令和４年３月３１日に、認定事業所の認

定を取り消したこと、他の認定事業所に対して法令手続

及び保安管理の適切な実施について注意喚起等を行っ

たことをホームページに掲載しました。

• この内容は、認定事業所に限らず、高圧ガス保安法に

係る事業所共通の内容ですので、改めて注意喚起しま

す。

4

何があった？

ホームページによると…
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・県知事への製造のための施設の変更許可申請の不備
（法第14条第1項）

・県知事への製造のための施設の軽微変更届出の不備
（法第14条第2項）

・県知事による完成検査の受検又は
県知事への完成検査の記録の届出不備
（法第20条第3項）

・県知事への事故届不備
（法第63条第1項）
など （2011年4月から2021年9月までの期間）
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これを教訓に、注意喚起させていただくと…

8

（１）高圧ガス事故に係る県への通報、事故届に漏れがないか。

また、それらの手順が危害予防規程等に記載されているか。

（２）高圧ガス製造施設に異常があった場合の帳簿への記載に

不備がないか。

（３）高圧ガス製造施設の変更許可申請や軽微変更届等に

漏れがないか。
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（１）高圧ガス事故に係る県への通報、事故届に漏れがないか。
また、それらの手順が危害予防規程等に記載されているか。

高圧ガス設備等が危険な状態となったときは、直ちに災害
の発生の防止のための応急の措置を講じ、直ちに県等に届け
出る必要があります。

また、高圧ガスについて災害が発生したときは、遅滞なく、
その旨を県等に届け出る必要があります。

10

（１）高圧ガス事故に係る県への通報、事故届に漏れがないか。
また、それらの手順が危害予防規程等に記載されているか。

高圧ガス保安法
（危険時の措置及び届出）

第三十六条 高圧ガスの製造のための施設、貯蔵所、販売のための施設、

特定高圧ガスの消費のための施設又は高圧ガスを充てんした容器が危
険な状態となつたときは、高圧ガスの製造のための施設、貯蔵所、販売

のための施設、特定高圧ガスの消費のための施設又は高圧ガスを充て
んした容器の所有者又は占有者は、直ちに、経済産業省令で定める災害
の発生の防止のための応急の措置を講じなければならない。

２ 前項の事態を発見した者は、直ちに、その旨を都道府県知事又は警察
官、消防吏員若しくは消防団員若しくは海上保安官に届け出なければな

らない。
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（１）高圧ガス事故に係る県への通報、事故届に漏れがないか。
また、それらの手順が危害予防規程等に記載されているか。

高圧ガス保安法
（事故届）

第六十三条 第一種製造者、第二種製造者、販売業者、液化石油ガス法第
六条の液化石油ガス販売事業者、高圧ガスを貯蔵し、又は消費する者、

容器製造業者、容器の輸入をした者その他高圧ガス又は容器を取り扱う
者は、次に掲げる場合は、遅滞なく、その旨を都道府県知事又は警察官

に届け出なければならない。
一 その所有し、又は占有する高圧ガスについて災害が発生したとき。
二 その所有し、又は占有する高圧ガス又は容器を喪失し、又は盗まれたと

き。

12

（１）高圧ガス事故に係る県への通報、事故届に漏れがないか。
また、それらの手順が危害予防規程等に記載されているか。

【事故とは？】
高圧ガス・石油コンビナート事故対応要領
２．事故の定義等
① 爆発
② 火災
③ 噴出・漏えい
④ 破裂・破損等
⑤ 喪失・盗難
⑥ 高圧ガスの製造のための施設、貯蔵所、販売のための施設、特定高圧

ガスの消費のための施設又は高圧ガスを充塡した容器が危険な状態と
なったとき。

⑦ その他
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（１）高圧ガス事故に係る県への通報、事故届に漏れがないか。
また、それらの手順が危害予防規程等に記載されているか。

実際に事故が発生した場合、
明確な社内ルールはありますか？
第一発見者がどのような行動をするのか、
誰がどのように応急の措置をし、
誰が関係機関へ通報することとなっていますか？

14

（１）高圧ガス事故に係る県への通報、事故届に漏れがないか。
また、それらの手順が危害予防規程等に記載されているか。

一般高圧ガス保安規則
（危害予防規程の届出等）
第六十三条
２ 法第二十六条第一項の経済産業省令で定める事項は、次

の各号に掲げる事項の細目とする。
六 製造施設が危険な状態となつたときの措置及びその訓練

方法に関すること。
十二 前各号に掲げるもののほか災害の発生の防止のために

必要な事項に関すること。
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（１）高圧ガス事故に係る県への通報、事故届に漏れがないか。
また、それらの手順が危害予防規程等に記載されているか。

平日・休日、日中・夜間の関係なく

まずは、連絡を！

防災対策部 消防・保安課 予防・保安班
電話 ０５９－２２４－２１８３

危険な状態となったときや
災害が発生したとき （判断に迷ったときも）

16

（２）高圧ガス製造施設に異常があった場合の帳簿への記載に
不備がないか。

一般高圧ガス保安規則
（帳簿）
第九十五条 法第六十条第一項の規定により、第一種製造者は、事業所

ごとに、次の表の上欄に掲げる場合に応じて、それぞれ同表の下欄に
掲げる事項を記載した帳簿を備え、（略）同表第三項に掲げる場合にあ
つては記載の日から十年間保存しなければならない。

記載すべき場合 記載すべき事項 保存期間

三 製造施設に異常が
あつた場合

異常があつた年月日及び
それに対してとつた措置

１０年
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（２）高圧ガス製造施設に異常があった場合の帳簿への記載に
不備がないか。

「製造施設に異常があった場合」とは？
⇒放置すれば、客観的にみて事故発生の可能性があった場合

又は技術上の基準に対して違反となる場合をいう。

出展：経済産業省ホームページ
高圧ガス保安法逐条解説 （一般高圧ガス保安規則）

記載すべき場合 記載すべき事項 保存期間

三 製造施設に異常が
あつた場合

異常があつた年月日及び
それに対してとつた措置

１０年

18

（２）高圧ガス製造施設に異常があった場合の帳簿への記載に
不備がないか。

帳簿へ記載する社内ルールはありますか？
誰が記載する？
どこに記載する？ ← 帳簿は整備されていますか？



資料2

10

19

（３）高圧ガス製造施設の変更許可申請や軽微変更届等に
漏れがないか。

法第１４条（製造のための施設等の変更）により、第一種製造者は、

製造のための施設の位置、構造若しくは設備の変更の工事をし、又は

製造をする高圧ガスの種類若しくは製造の方法を変更しようとするとき

は、都道府県知事の許可を受けなければならないと定められています。

⇒変更許可

ただし、軽微な変更の工事をしたときは、その完成後遅滞なく、その

旨を都道府県知事に届け出なければならないとされています。

⇒軽微変更届

20

（３）高圧ガス製造施設の変更許可申請や軽微変更届等に
漏れがないか。

【軽微変更届】
法令上は「軽微」な取扱いであって

も、要求される技術上の基準は、変更
許可と同等であり、決しておろそかに
できないものです。
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（３）高圧ガス製造施設の変更許可申請や軽微変更届等に
漏れがないか。

【軽微変更届】
その変更工事、本当に「軽微」？

認定品の取替えだから「軽微な変更」と思ったら…
期限切れだった
自社で溶接してしまった

⇒変更許可申請をしなければならなかった！
（※ほんの一例です）

22

２．高圧ガス容器の移動中の事故防止について
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第23回高圧ガス小委員会(2022年12月15日)

24

●日時：2022年9月28日
●県名：愛知県
●事故区分：移動（液石則）
●事象：漏えい、爆発
●事故原因：調査中
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●概要：
高速道路において、多数のＬＰガス容器を積載した車両が
、走行中に前方の車両との衝突を避けるためブレーキを
かけたところ、ＬＰガス容器が荷崩れを起こして路上に散
乱し、当該容器から漏えいしたＬＰガスが何らかの原因で
着火して、火災が発生するとともに、容器が爆発。
この事故で、ＬＰガス容器を積載していた車両に加え、当
該車両の前方に停車していた２台の車両が火災・爆発に
巻き込まれ、炎上するとともに、これら２台の車両に乗車し
ていた１名が死亡、２名が負傷する被害が発生した。

26

●対応：
2022年10月14日付けで、関係団体に対して、高圧ガス容
器を車両に積載して移動する場合は、交通法規を遵守す
るとともに、充塡容器等の転落、転倒等による衝撃を防止
するため、容器等を荷台の前方に寄せ、ロープ等を使用し
て確実に緊縛するなど、高圧ガスの移動時の危険性を十
分に認識した上で、安全な取扱いを行うよう注意喚起。経
済産業省のホームページにも掲載。また、高圧ガス保安協
会のホームページにも過去の移動中の事故事例等を掲載
するなど情報提供を行った。
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詳細は、例示基準を御確認ください。

28

76．充塡容器等の転落、転倒等を防止する措置（移動）

2．充塡容器等を車両に積載して移動する場合は、次の各

号の基準により行うものとする。

2.1 車両の最大積載量を超えて積載しないこと。

2.2 充塡容器等の積載は、次の方法により行うこと。

(1) 圧縮ガスの充塡容器等は、原則として横積みとすること
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76．充塡容器等の転落、転倒等を防止する措置（移動）

(2) アセチレンガスの充塡容器等（容器に内蔵する多孔質物が珪
酸カルシウムであるものを除く。）及び液化ガスの充塡容器等（液
化塩素の１トン入りの容器等本来立積み又は斜め積みとする構
造を有していないもの及び液化塩素、液化炭酸ガス、液化炭酸ガ
スを主成分とする液化ガス等が充塡されている継目なし容器を除
く。）は、立積み又は斜め積みとし、液化石油ガスの容器であって
10kg 入り以下のものを除き１段積みとすること。ただし、斜め積み
の場合には安全弁の放出口を上に向け、充塡容器等の側面と車
両の荷台との角度は 20゜以上とし、かつ、その角度を保持するこ
とができる措置を講ずること。

30

76．充塡容器等の転落、転倒等を防止する措置（移動）

(3) 充塡容器等は、荷崩れ、転落、転倒、車両の追突等に
よる衝撃及びバルブの損傷等を防止するため、車両の荷
台の前方に寄せ、ロープ、ワイアロープ、荷締め器、ネット
等（以下「ロープ等」という｡)を使用して確実に緊縛し、かつ
、当該充塡容器等の後面と車両の後バンパの後面( 後バ
ンパのない場合には車両の後面とする。以下同じ｡)との間
に約 30cm 以上の水平距離を保持するように積載すること
。ただし、次に掲げる場合のいずれか一の措置を講じた場
合は、この限りでない。
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76．充塡容器等の転落、転倒等を防止する措置（移動）

イ．充塡容器等をロープ等により緊縛した場合であって
、車両の後部に厚さ５ｍｍ以上、幅 100ｍｍ以上のバ
ンパ（SS400 を使用したものであること。以下同じ｡)を
設けた場合

32

76．充塡容器等の転落、転倒等を防止する措置（移動）

ロ．車両の側板の高さが積載した充塡容器等の高さの
2/3 以上となる場合（充塡容器等を立積みする場合であ
って、側板の上部に補助枠又は補助板を設けた場合を
含み、充塡容器等を２段以上積み重ねた場合にあっては
、その最上段のものの高さの 2/3 以上の高さとなる場合
とする。以下同じ｡)であって、木枠、角材等を使用して充
塡容器等を確実に固定することができ、かつ、当該充塡
容器等の後面と車両の後バンパの後面との水平距離が
約 30cm 以上である場合
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76．充塡容器等の転落、転倒等を防止する措置（移動）

ハ．車両の側板の高さが積載した充塡容器等の高さの
2/3 以上となる場合であって、木枠、角材等を使用して
充塡容器等を確実に固定することができ、かつ、車両の
後部に厚さ５ｍｍ以上、幅 100ｍｍ以上のバンパを設け
た場合

34

76．充塡容器等の転落、転倒等を防止する措置（移動）

ニ．充塡容器等をロープ等により緊縛した場合又は車両の
側板の高さが積載した充塡容器等の高さの 2/3 以上と
なる場合であって、積載した充塡容器等の後面と車両の
後部の側板との間に厚さ 100ｍｍ以上の緩衝材（自動
車用タイヤ、毛布、フエルト、シート等)を挿入し、確実に
固定することができる場合



資料2

18

35

76．充塡容器等の転落、転倒等を防止する措置（移動）

あらためて例示基準の記載をみると、
充塡容器等は

確実に緊縛
確実に固定

とあります。
「措置をする」だけでなく、「結果」も求められている。
この事例では、ＬＰガス容器が荷崩れを起こして路上に
散乱しており、「確実」ではなかったと言わざるを得ない。

36

３．県内で発生した重大事故について
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三重県内で、重大事故（死亡を伴う事故）が
発生しています。

38

第18回高圧ガス小委員会
(2021年3月9日)
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●日時：2020年5月14日

●県名：三重県

●事故原因：不良行為

●概要：

貯槽開放作業中に、協力会社の現場責任者が、マンホール

開放直後に、作業を予定していない窒素雰囲気下の貯槽内

部に、許可を得ず自ら入槽し、酸欠により罹災した。

40

第23回高圧ガス小委員会
(2022年12月15日)
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●日時：2021年6月14日

●県名：三重県

●事故原因：その他

●概要：

定期修理中に、触媒交換のために窒素雰囲気下であった反応器

の内部で、協力会社の作業員1名が倒れていた。病院に救急搬

送されたが、酸欠が原因で死亡した。

当該作業員は、機器の検査前の確認作業を担当していたが、事

前の作業計画の変更を把握していなかったものと推定される。

42

法的には、何を求められているか？
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一般高圧ガス保安規則

（定置式製造設備に係る技術上の基準）

第六条

２ 製造設備が定置式製造設備（略）である製造施設における

法第八条第二号の経済産業省令で定める技術上の基準は

、次の各号に掲げるものとする。（略）

44

五 ガス設備の修理又は清掃（以下この号において「修理等」とい

う。）及びその後の製造は、次に掲げる基準によることにより保

安上支障のない状態で行うこと。

イ 修理等をするときは、あらかじめ、修理等の作業計画及び当該

作業の責任者を定め、修理等は、当該作業計画に従い、かつ、

当該責任者の監視の下に行うこと又は異常があつたときに直ち

にその旨を当該責任者に通報するための措置を講じて行うこと。

一般則第６条第２項高圧ガス設備を含みますよ！
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ロ 可燃性ガス、毒性ガス、特定不活性ガス又は酸素のガス設備

の修理等をするときは、危険を防止するための措置を講ずるこ

と。

ハ 修理等のため作業員がガス設備を開放し、又はガス設備内

に入るときは、危険を防止するための措置を講ずること。

（略）

一般則第６条第２項

46

法的要求事項としては、

ガス設備の修理又は清掃の際は、

修理等の作業計画を定め、

作業計画に従い、

危険を防止するための措置を講じること

が求められています。
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本事例での教訓としては、

・熟練した作業員であっても、こうした事故発生のリスクがある

・作業の危険性を十分に認識し、作業計画に従って作業する

・作業計画を変更した場合は、作業関係者に対して速やかに、か

つ、確実に周知し、変更した作業計画に従って作業する

・危険表示札を、危険個所がわかるように設置する

等がありました。

48

みなさまの事業所での手順やルールについて、

あらためて、

「この手順で本当に大丈夫か？」

「こういった場合は、どうするのか？」

「関係者（協力会社含む）に伝わっているか？」

という視点で御確認ください。


